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研究成果の概要（和文）： 
学習そのものに興味や楽しみを感じている学生や学習の価値を内面化している学生にとっては，小規
模講義やプロジェクト型学習が学習効果を高める。コミュニケーションスキルの育成に有効とされるプロ
ジェクト型学習は，もともと学習に対して自律的に動機づけられている学生にとっては有効であるが，
外発的に動機づけられている学生や，無力状態に陥っている学生にとっては学習効果があまり期待で
きない。他者の評価や外的な報酬を期待して学習に動機づけられている学生にとっては，自分自身の
進行程度や遂行が比較的明確な e-learning が，学業への導入として，さらにはその後の学習に対する
動機づけを高めるのに有効である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The lectures in the small classes and the project based learning facilitate the learning effects for the 
students who were internalizing the value of the learning and were interested in and enjoying learning 
itself. Though the project based learning, which is effective for the promotion of the communications 
skill, is also effective for the students originally motivated autonomously toward learning. However, the 
expected learning effect of the project based learning might be low for those extrinsically motivated and 
amotivated. E-learning which learners were able to perceive their progress and accomplish of their 
learning is effective for extrinsically motivated students to lead to positive learning activity. 
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１．研究開始当初の背景 
 

知識社会の到来とともに，生涯学習が不可欠
となり，この生涯学習を支えるのが学習者の主
体的に学ぶ意欲と能力である（Deci & Ryan, 
2002）。教育の現場では，すでに確立した知識
や情報を効率的に伝えながら，なおかつ，主体
的に学ぶ力を涵養する必要に迫られている。こ
のことから，教育現場では，e-learning やプロジ
ェクト型教育を始めとする新しい教育手法が取り
入れられつつあるが，それにともない学習形態
の多様化が目立ち始めている（幡, 2000; 児島, 
2004）。例えば，インターネットの普及にともない，
これまでの教室学習とはまったく異なる学習形
態である遠隔教育･e-learning が急速に発展して
いる。一方で，対人関係能力やコミュニケーショ
ンスキルの低下にともない，プロジェクト活動を
取り入れた集団型学習も積極的に行われるよう
になった。 

教育現場では，生涯学習を支える学習者の
学ぶ意欲と学ぶ能力の育成を目指して，このよ
うに新しい教育手法が導入されている。しかし，
新しい教育手法による学習形態の実践は，その
特性や学習過程におよぼす影響についての正
確な理解がなければ，学習者の特性とのミスマ
ッチを導きかねない。学習形態と学習者の特性
のミスマッチは，効果的な学習活動の阻害，学
習活動からの逃避やドロップアウトという結果を
もたらすだけではなく，ウェルビーイングの阻害
にもつながることが予測される。 

しかし，このような教育現場の現状にもかかわ
らず，動機づけ研究の多くは学習形態の違いを
無視してきた感が否めない。学習者の動機づけ
の持続が問題となっている e-learning において，
あるいは学業的知識やスキルだけでは円滑な
遂行が困難なプロジェクト型学習において，既
存の動機づけ研究の成果は効果的な示唆を提
供するには不十分と思われる。個人型学習の要
素が強い e-learning と集団型学習の要素が強い
プロジェクト型・講義型学習では，学習環境や学
習資源，行動の質，遂行の評価方法などがまっ
たく異なる。このような性質の異なる学習形態に
おいて，同様の学習過程のメカニズムが働いて
いるとは考えにくい。 

学習領域における動機づけ研究は一般的に
講義型のいわゆる受身型の学習環境の中での
学習過程について調査されることがほとんどで
ある。しかし，学習環境の評価や学習形態によ
る学習効果は，学習者の学習に対する動機づ
けに影響されると考えられる。また，対人関係能
力やコミュニケーションスキル等の個人特性的な
要素が大きく関連するような学習形態も存在す
る。そこで，それぞれの学習形態における学習
者の学習過程を明らかにするとともに，個人の
特性や学習動機づけがそれぞれの学習形態の
評価におよぼす影響について検討する必要が
ある。 
 

２．研究の目的 
 

本研究では，異なる学習形態（個人型学習と
集団型学習）における学習過程（動機づけ過
程）を検討し，学習形態の性質と利点を明確に
することによって，個々の学習者に適した学習
形態を提供し，学習活動（教育方法）をより効果
的に進めていくための指針を示すことを目的と
する。 
 そこで，大学で最も一般的な講義型学習の他
に，近年大学において積極的に取り入れられて
いる e-learning とプロジェクト型学習を取り上げ，
それぞれの学習形態の性質が学習者の動機づ
け過程におよぼす影響について，自己決定理
論の観点から検討する。これによって，個人の
特性に見合った学習形態の提供が可能となり，
効果的な学習の促進や，学習活動からのドロッ
プアウトの割合の低減，さらにはウェルビーイン
グの促進が期待される。 

学習動機づけに関しては，その中心的理論
の 1 つに自己決定理論（Deci & Ryan, 1985）が
ある。自律性の程度から細分化した動機づけを
扱った一連の研究では，自律性の程度はその
後の学習過程に大きく影響し，自律性の高い学
生は適応的な学習プロセスを経験する傾向が高
いことが示されている。このことから，学習に対し
て自律的に動機づけられている学生は，どのよ
うな学習形態に対しても比較的ポジティブな評
価をすると予測される。また，他者の評価が重要
となる外的調整の高い学生は，相互作用の中で
他者の評価を実感できる小規模講義やプロジェ
クト型学習を好む傾向があると予測される。 

一方，個人特性に関しては，現在広く支持さ
れている性格モデル Big Five の性格特性のうち，
社交的であり，活発で快活な傾向である外向性
の高い学生は，教員と学生あるいは学生同士の
双方向的な働きかけが多い小規模講義やプロ
ジェクト型学習に対して比較的ポジティブな評価
をすると予測される。また，利他的で協力的な傾
向をもつ調和性が高い学生や，知的好奇心や
創造性が豊かである開放性の高い学生は，プロ
ジェクト型学習を好む傾向があると予測される。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 動機づけ過程の検討：それぞれの学習形態
における動機づけ過程を検討するために，質問
紙調査を実施した。動機づけ指標（自己決定感，
目標志向，自己効力感），行動指標（学習方略，
責任行動，課題遂行），感情指標（満足感，ポジ
ティブ・ネガティブ感情）および環境的指標（周
囲の自律性支援）などを測定した。 
 
(2) 個人特性・学習動機づけと学習形態の関連
の検討：大学生 606 名（男性 284 名，女性 322
名）を対象に，質問紙調査を実施した。質問紙
では，個人特性，大学における学習動機づけ，
各講義形態の評価を測定した。個人特性につ



基本的心理的要求については，3 つの基本
的要求の充足が適応的な感情状態を促進する
（図 3）。また，関係性要求の充足は，自律的な
動機づけの促進を介して適応的な感情状態と
関連する（図 3）。 

いては，Big Five を用いて評価した（外向性，情
緒不安定性，開放性，誠実性，調和性）。学習
動機づけは，自己決定理論に基づいて，大学
で学んでいる理由について，それぞれの理由に
対して 6 件法で回答を求めた（自律的調整，取り
入れ的調整，外的調整，無力状態）。学習形態
の評価は，小・中･大規模講義，e-learning，プロ
ジェクト型学習の受講経験の有無，及びそれら
の学習形態に対する好み・相性・学習の効率
性・学習効果・集中度について 6 件法で回答を
求めた。 

これらの結果は，自己決定理論を基盤にした
一連の結果と一致する傾向にある。 
 
 
 
 
  

４．研究成果  
  
(1) 動機づけ過程の検討   

 ① 講義型学習：大学においてもっとも一般的な
講義型の学習形態における動機づけ過程を検
討した。その結果，学習に対して自律的に動機
づけられている学生は，深い過程の学習方略の
使用やポジティブ感情の知覚など，適応的な学
習行動や感情状態を促進する（図 1・図 3）。一
方，外発的ではあるが，ある程度自律的に学習
に動機づけられている学生や，熟達志向的な目
標をもつ学生は，自己効力感の知覚によって積
極的な学習方略の使用や高い課題遂行を導く
傾向がある（図 1・図 2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
② プロジェクト型学習：大学が近年注目してい
るプロジェクト型学習における動機づけ過程を
検討した（図 4）。その結果，自律性要求の充足
はプロジェクト内における積極的な行動を導き，
コンピテンス要求や関係性要求の充足は適応
的な感情状態を導く。これは，講義型学習にお
ける動機づけ過程と比較的一貫する結果であっ
た。自律性支援については，指導者のような上
位者からの自律性支援的な態度よりもむしろ，
共に活動に取り組んでいる仲間からの自律性支
援的な態度が基本的要求の充足を促進する。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

また，個人特性と動機づけ過程の関連を検討し
た結果，活発で快活な傾向を示す外向性や利
他的で強力的な傾向を示す開放性の高い学生
が，プロジェクト活動に対して適応的な動機づけ
過程を示す傾向があった（表 1）。 
 
  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ e-learning：学習者の習熟度状態や学習ペー
スの多様化にともない，近年積極的に取り入れ
られている e-learning における動機づけ過程に
ついては，分析途中であるが，基本的要求の充
足度が高い学生は e-learning による学習効果が
高い傾向にあった。また，自律性支援が低いと
感じている学生もまた学習効果を高く評価する
傾向がみられた。 
 
①～③の結果，および自己決定理論の一連の
先行研究の結果から，基本的要求の充足は適
応的な動機づけ過程を導くことが示された。特
に，自律性要求の充足は学習行動や遂行に影
響し，コンピテンス要求と関係性要求の充足は
感情的側面に影響することが示唆された。 

一方，自律性支援的な環境については，講
義型学習では教師の自律性支援的な態度が重
要なことが先行研究によって示されているが，プ
ロジェクト活動では指導者よりもむしろ同等の立
場にある仲間の自律性支援的な態度が重要で
あった。e-learning においては，周囲の自律性支
援的な態度よりも統制的な態度が学習効果を高
める傾向がみられた。 
 
(2) 個人特性・学習動機づけと学習形態の関連
の検討： 学生の大学における実際の学習環境
を把握するために各学習形態の受講経験の有
無およびそれらの学習形態に対する評価を調
査した。 
 
① 受講経験の有無： 大学の講義や学習活動
の中で，20 人以下の小規模講義，50 人前後の
中 規 模 講 義 ， 100 人 以 上 の 大 規 模 講 義 ，
e-learning を活用した学習，プロジェクト形式の
活動を利用した学習の経験の有無を調査した。
その結果，大学で最も一般的な講義形式の学
習 経 験 率 は 非 常 に 高 か っ た （ 小 規 模 講 義
85.1 ％ ， 中 規 模 講 義 96.5 ％ ， 大 規 模 講 義
97.0％）。また，e-learning では 23.1％，プロジェ
クト型学習では 15.0％の学生が経験していること
から，講義以外の学習形態が大学でも普及して

いることがうかがえる。 
 

自律性支援

　担当者 .43 ** -.15 .31 * .06 .12
　他のメンバー .26 -.11 .30 * -.05 .18
基本的要求

　コンピテンス要求 -.28 * -.10 .51 *** .21 .18
　自律性要求 -.02 .12 .31 * -.20 -.02
　関係性要求 .32 * -.03 .30 * .06 .06
動機づけ

　高自己決定感 .24 -.07 .36 ** .09 -.08
　低自己決定感 -.16 .12 .09 -.06 -.16
　無力状態 -.27 -.12 -.13 -.18 .00
* p<.05, ** p<.01, *** p <.001

表１ 個人特性とプロジェクト活動のける動機づけの関連1

情緒

外向性 不安定性 開放性 誠実性 調和性
② 学習形態の評価： 5 つの学習形態について，
好み・相性・学習の効率性・学習の効果・集中度
を調査した。5 つの項目の平均値を算出した結
果，小規模講義（M=4.57），プロジェクト型学習
（M=3.90），中規模講義（M=3.80），e-learning
（M=3.42），大規模講義（M=2.86）の順にポジテ
ィブな評価であり，少人数や参加型の学習形態
が学生に高く評価される傾向にあった。 
 
③ 動機づけと学習形態の評価との関連：相関
分析の結果，自律的に動機づけられている学生
は，プロジェクト型学習を好む傾向がみられた
（r=.28, .20）。積極的な参加と活動が求められる
プロジェクト型学習は，学習に対して高く動機づ
けられている学生には魅力的であることが示唆
される。 

学習に対して取り入れ的調整と外的調整の段
階にある学生は，e-learning との相性がいいと評
価する傾向があった（r=.26, .19）。さらに，外的
調整の段階にある学生は，e-learning が効率的
であり，集中もできると評価した（r=.21, .17）。学
習そのものではなく，内的・外的報酬が目的とな
る外発的動機づけを持つ学生には e-learning が
最も学習効果があると考えられる。 

外的調整の段階にある学生は，一方で大規
模講義では集中できないと評価した（r=-.13）。
他者の評価や外的報酬が動機づけの重要な要
素である場合，個々の行動や発言があまり注目
されることがない大規模講義では，目的が見い
だせず，集中力を欠く傾向があると考えられる。 

個人特性を含めて学習形態の評価との関連
を検討するために，個人特性と動機づけを独立
変数，学習形態の評価を従属変数とした重回帰
分析を行った。その結果，小規模講義の評価に
対しては，個人特性のうち外向性（β=.16），情緒
不安定性（β=.12），調和性（β=.14）が関連し，動
機づけのうち自律的調整（β=.35）と取り入れ的
調整（β=-.15）が関連した。中規模講義の評価に
対しては，個人特性の調和性（β=.17）と動機づ
けの自律的調整（β=.10）が関連した。大規模講
義の評価に対しては，個人特性・動機づけで関
連するものはなかった。e-learning に対する評価
に対しては，動機づけの外的調整（β=.21）が関
連した。プロジェクト型学習の評価に対しては，
個人特性の調和性（β=.26）と動機づけの自律的
調整（β=.21）が関連した。 

外向的で活発な傾向や，知的好奇心が高く
多様性を好む傾向の強い学生，学習すること自
体に楽しみや喜びを見出しているような学生は，
教員と学生の双方向的な働きかけが可能な学
習形態を好み，そのような学習形態による学習
効果を高く評価する傾向があった。一方，学習
そのものではなく，将来の高い地位や報酬を目
的に学習に動機づけられている学生は，学習の
具体的な進行程度や成果が比較的容易にとら
えられる e-learning を好む傾向があった。 
 



大学では様々な学習形態が導入されている
が，それらに対する学生の評価は，彼らの特性
や動機づけ状態によって影響されることが示唆
された。学習そのものに興味や楽しみを感じて
いる学生や学習の価値を内面化している学生に
とっては，小中規模の講義やプロジェクト型学習
が学習効果を高め，学習に対するさらなる動機
づけを促進することが示唆された。プロジェクト
型の学習形態は，社会人となったときに重要とさ
れている対人関係能力やコミュニケーションスキ
ルの育成に有効であり，近年注目されているが，
このような学習形態も，もともと学習に対して自
律的に動機づけられている学生にとっては有効
であるかもしれないが，外発的に動機づけられ
ている学生や，無力状態に陥っている学生にと
っての学習効果は期待できない可能性が高い。
これに対して，他者の評価や外的な報酬を期待
して学習に動機づけられている学生にとっては，
自分自身の進行程度や遂行が比較的明確な
e-learning が，学業への導入として，さらにはそ
の後の学習に対する動機づけを高めるのに有
効かもしれない。 

このように学生の特性や動機づけ状態によっ
て，学習の形態の有効性は異なるが，総合大学
では一般的に行われている大規模な講義は，
学習に対して積極的な動機づけを持っていた学
生のやる気を阻害する可能性が高い。教育現
場では，学生の学力および社会人としての能力
の向上のために，様々な模索を続けているが，
大学教育における教授方法を再検討する必要
性がうかがえる。 
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